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球
春
到
来
。
セ
ン

バ
ツ
高
校
野
球
は

終
わ
っ
た
が
、
プ

ロ
野
球
、
大
リ
ー

グ
が
開
幕
し
た
。

そ
ん
な
中
、
結
婚

を
発
表
し
た
「
オ

オ
タ
ニ
フ
ィ
ー
バ
ー
」
が
新
聞

や
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ
せ
て
い

る
▼
さ
て
、先
日
の
会
議
で「
最

近
の
新
規
採
用
者
は
、
役
所
へ

の
就
職
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の

１
つ
と
し
か
考
え
ず
、
早
期
に

退
職
す
る
人
が
い
る
」
と
い
う

単
組
実
態
を
聞
い
た
。
そ
の
理

由
は
役
所
の
仕
事
に
や
り
が
い

を
感
じ
な
い
と
い
う
こ
と
。
こ

れ
ま
で『
定
年
ま
で
安
心
し
て
、

健
康
で
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

づ
く
り
』
を
言
い
続
け
て
き
た

が
、
こ
の
言
葉
が
若
い
人
た
ち

に
は
響
か
な
い
と
い
う
こ
と
な

の
か
▼
こ
の
機
関
紙
が
皆
さ
ん

に
届
く
頃
に
は
、
新
採
職
員
の

組
合
加
入
説
明
会
な
ど
の
取
り

組
み
の
真
っ
只
中
だ
と
思
う
。

『
定
年
ま
で
働
き
た
い
と
思
う

魅
力
的
で
や
り
が
い
の
あ
る
職

場
づ
く
り
』
の
た
め
に
、
今
後

も
新
た
な
組
合
加
入
者
と
と
も

に
『
人
員
確
保
』
と
『
賃
上
げ
』

の
取
り
組
み
を
し
続
け
る
こ
と

が
必
要
だ
！
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４日　衛生医療評議会レベルアップ講座
（ウェブ開催）

６日　障害者春闘2024（神戸市立障害者センター）
13日　自治労文芸作家：佐原ひかりさん特別公開

学習会（オンライン講演会）

当面の日程

松本 真紀子

市町振興課の見解を求める交渉団

　

協
議
冒
頭
に
県
本
部
か
ら
、

未
払
い
賃
金
や
安
全
衛
生
委
員

会
の
未
実
施
な
ど
の
市
町
の
法

令
違
反
に
つ
い
て
、
適
正
化
ま

で
の
粘
り
強
い
助
言
を
強
く
要

請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
市
町
振

興
課
か
ら
は
「
法
令
違
反
は
許

さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う

認
識
の
も
と
で
、
引
き
続
き
文

書
や
会
議
の
場
で
適
正
化
に
向

け
た
助
言
を
し
て
い
く
」
と
い

う
回
答
が
出
さ
れ
た
。

　

国
家
公
務
員
と
各
自
治
体
職

員
と
の
給
与
比
較
の
指
標
と
な

る
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
に
基
づ

く
助
言
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
一
概
に
国
公
よ
り
高

い
水
準
で
あ
る
こ
と
で
是
正
を

助
言
す
る
も
の
で
は
な
く
、
給

与
制
度
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う

　

県
本
部
は
、
市
町
の
人
事
行
政
へ
の
助
言
を
業
務
と
す
る

県
総
務
部
市
町
振
興
課
に
対
し
、
年
２
回
の
申
入
れ
を
行
う

と
と
も
に
、
協
議
の
場
を
持
ち
、
市
町
へ
の
助
言
内
容
や
勤

務
・
労
働
条
件
に
関
し
て
の
見
解
を
確
認
し
て
い
る
。
今
年

も
春
闘
期
に
合
わ
せ
、
３
月
７
日
に
協
議
を
行
っ
た
。

か
を
判
断
基
準
に
助
言
を
し
て

い
る
と
い
う
見
解
で
あ
っ
た
。

県
本
部
か
ら
は
、
引
き
続
き
国

公
と
比
べ
て
特
に
低
い
水
準
の

自
治
体
に
対
し
、
改
善
を
助
言

す
る
よ
う
に
求
め
た
。

　

長
時
間
労
働
の
縮
減
に
つ
い

て
は
、
他
律
的
業
務
の
指
定
部

署
の
割
合
が
高
い
市
町
へ
の
助

言
を
求
め
た
ほ
か
、
厚
労
省
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
労
働

時
間
の
適
正
把
握
を
徹
底
さ
せ

る
よ
う
助
言
を
求
め
た
。
こ
の

課
題
に
つ
い
て
は
県
本
部
と
市

町
振
興
課
は
、
問
題
意
識
を
共

有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の
人

勧
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
市
町

振
興
課
と
し
て
も
「
常
勤
職
員

の
取
り
扱
い
に
準
じ
て
改
定
す

る
こ
と
が
基
本
」
に
市
町
へ
遡

及
改
定
・
差
額
支
給
を
助
言
し

て
き
た
が
、
15
自
治
体
で
実
施

に
至
ら
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て

「
非
常
に
残
念
で
あ
り
、
来
年

度
に
向
け
て
強
く
助
言
し
て
い

き
た
い
」
と
い
う
見
解
を
引
き

出
し
た
。

　

そ
の
他
、
定
年
引
き
上
げ
や

能
登
半
島
地
震
の
復
興
支
援
等

を
含
め
た
協
議
結
果
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
交
渉
材
料
と
す
る

た
め
単
組
に
文
書
を
発
出
し
た
。

　

４
月
21
日
執
行
の
丹
波
篠
山

市
議
選
に
、
県
本
部
は
無
所
属

新
人
の
川
﨑
律
子
さ
ん
と
、
元

単
組
委
員
長
の
野
々
村
康
さ
ん

の
２
人
の
推
薦
を
決
定
。
川
﨑

さ
ん
は
、
元
会
計
年
度
任
用
職

員
と
し
て
人
権
推
進
課
に
勤
務
。

部
落
解
放
同
盟
支
部
役
員
と
し

て
も
活
動
し
、
差
別
の
な
い
人

権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
と
し
、
野
々
村
さ
ん
は
労
働

者
の
経
済
的
豊
か
さ
を
実
現
し
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

す
。
選
挙
は
定
数
18
人
に
対
し

27
人
が
立
候
補
を
予
定
。

川㟢律子さん
1986年　多紀産業株式会社入社
1989年　同上退社
2006年　JA丹波篠山入社
2020年　同上退社
2021年　丹波篠山市会計年度任用職員
2023年　同上退職
現在、部落解放同盟丹波篠山市連絡協議
会幹事・部落解放同盟菅支部女性部長

野々村康さん
1983年　丹南町役場入職
1999年　丹南町職副委員長
1999年　合併により篠山市職副委員長
2002年　篠山市職委員長
2005年　篠山市職労執行委員長
2006年　但馬丹波ブロック副議長
2008年　但馬丹波ブロック事務局長
などを歴任

　

連
合
兵
庫
は
３
月
2
日
、
２

０
２
４
春
季
生
活
闘
争 

政
策
・

制
度
要
求
実
現
総
決
起
集
会
を

神
戸
地
協
と
合
同
で
神
戸
・
松

方
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

　

春
闘
に
お
け
る
回
答
ゾ
ー
ン

前
段
の
重
要
段
階
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
神
戸
会
場
以
外
で
同

時
間
帯
に
県
内
５
会
場
で
も
決

起
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

集
会
冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
福
永
明
連
合
兵
庫
会
長

は
「
み
ん
な
で
賃
上
げ
。
ス

テ
ー
ジ
を
変
え
よ
う
！
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
今
春
闘
に
つ

い
て
、
組
合
員
に
春
闘
へ
の
連

帯
力
の
重
要
性
を
強
調
。ま
た
、

「
中
小
企
業
で
の
賃
上
げ
が
経

済
の
好
循
環
を
牽
引
す
る
鍵
で

あ
り
、
春
闘
は
そ
の
起
点
で
あ

る
」
と
し
た
。
昨
年
の
高
水
準

な
賃
上
げ
の
成
果
を
あ
げ
つ
つ

も
、
実
質
賃
金
の
物
価
上
昇
へ

の
対
応
の
必
要
性
を
指
摘
し
、

組
合
員
の
団
結
が
ス
テ
ー
ジ
を

変
え
る
鍵
で
あ
る
と
訴
え
、
協

力
を
呼
び
か
け
た
。

　

そ
の
後
、
情
勢
報
告
や
集
会

決
議
が
採
択
さ
れ
、
団
結
が
ん

ば
ろ
う
で
集
会
を
終
え
た
。

あいさつをする福永会長

丹波篠山
市 議 会
議員選挙

川
㟢
、野
々
村
両
氏
へ
最
大
限
の
支
援
を

４
月
14
日
告
示
、投
開
票
は
４
月
21
日

連合兵庫決起集会

春闘でステージを変えよう
物価上昇に対応した実質賃金を

市町振興課交渉

会
計
年
度
の
遡
及
改
定
を
強
く
助
言

次
年
度
に
向
け
改
善
へ
の
回
答
引
き
出
す
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全労済自治労共済本部資料より引用

　２月10日に開催した県本部2024
春闘討論集会では、春闘課題で
ある①人員確保、②賃金闘争、
③定年延長の３つの分科会を開
催し、各単組での取り組み状況や
課題について議論を深めた。参加
した全単組において、課題を共通
認識し、分散会を閉じた。

　

県
職
労
は
２
０
１
８
年
に
人

員
30
％
減
。
増
え
た
の
は
保
健

師
と
児
童
福
祉
司
、
土
木
職
の

み
。
５
月
か
ら
昼
休
み
に
食
事

を
し
な
が
ら
職
場
の
問
題
点
を

話
し
合
う
取
り
組
み
を
実
施
。

新
た
に
自
治
労
共
済
の
『
団
体

生
命
共
済
』
加
入
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。
豊
岡
は
今
後
５
年

間
で
24
人
減
の
当
局
提
案
に
対

し
、
組
合
は
「
業
務
量
を
考
え

て
く
だ
さ
い
」
と
し
人
員
増
を

求
め
て
い
く
。
三
田
や
小
野
で

は
、
年
齢
構
成
が
い
び
つ
に

な
っ
て
い
る
。
毎
年
職
場
の
現

状
把
握
に
取
り
組
み
、
人
員
確

保
闘
争
に
つ
な
げ
て
い
る
。
尼

崎
は
会
計
年
度
を
含
め
１
７
４

人
の
欠
員
。
特
に
技
術
職
と
保

健
師
が
不
足
。
姫
路
も
技
術
職

が
足
り
ず
、
特
に
土
木
職
が
低

調
な
ど
の
職
場
実
態
が
出
さ
れ

た
。

　

今
後
の
人
員
確
保
闘
争
に
向

け
、
職
場
オ
ル
グ
な
ど
で
実
態

を
把
握
し
、
要
求
書
に
し
て
交

渉
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

 

人
員
確
保

　

第
２
分
科
会
で
は
、
賃
金
制

度
の
基
本
を
学
習
し
た
あ
と
、

各
単
組
で
モ
デ
ル
賃
金
を
作
成

で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
実

習
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
各
単

組
の
賃
金
闘
争
の
現
状
や
課
題

に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
交
流
を
実

施
し
た
。

　

賃
金
制
度
の
基
本
は
、
橋
本

維
文
執
行
委
員
が「
基
幹
号
給
」

「
昇
給
・
昇
格
」な
ど
を
説
明
し
、

「
生
涯
賃
金
と
い
う
視
点
で
見

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
」
と
強

調
し
た
。

　

実
習
で
は
、
初
任
給
水
準
や

在
級
年
数
、
組
合
員
到
達
級
が

異
な
る
３
自
治
体
を
例
に
、
モ

デ
ル
賃
金
を
作
成
し
た
。
そ
の

上
で
現
在
の
制
度
で
賃
金
改
善

す
る
に
は
、
昇
給
や
昇
格
の
運

用
、
号
俸
継
ぎ
足
し
な
ど
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
確
認
し
た
。

　

最
後
に
戎
剛
副
委
員
長
が

「
単
組
で
賃
金
実
態
を
点
検
し
、

ど
こ
を
改
善
し
て
い
く
の
か
議

論
し
、要
求
に
反
映
さ
せ
よ
う
」

と
ま
と
め
た
。

 
賃
金
闘
争

　

定
年
引
き
上
げ
に
伴
う
賃
金

や
労
働
条
件
の
確
認
を
行
う
と

と
も
に
、
加
齢
困
難
職
種
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
参
加
者
全
員
で

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
労
働
組
合
と
し
て

高
齢
層
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
が
、

円
滑
に
業
務
を
進
め
る
た
め
に

は
若
手
組
合
員
の
声
も
聴
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
確

認
。
特
に
定
年
延
長
と
な
る
大

先
輩
が
部
下
と
な
る
た
め
、
定

年
延
長
に
対
応
し
た
柔
軟
な
働

き
方
を
追
求
す
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
こ
と
も
確
認
し
た
。

　

最
近
で
は
カ
ス
ハ
ラ
な
ど
市

民
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
窓
口

も
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
先
輩

方
の
力
も
借
り
な
が
ら
の
応
援

体
制
な
ど
、
新
た
な
業
務
も
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を

ま
と
め
、
最
後
に
賃
金
改
善
も

含
め
、
65
歳
ま
で
安
心
し
て
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
め
ざ
す

取
り
組
み
を
進
め
行
く
こ
と
を

確
認
し
た
。

 

定
年
延
長

県内から約50人が集まり議論を深めた

統
一
闘
争
は
通
年
闘
争
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
春
闘
期
よ
り
現
場

の
課
題
解
決
に
向
け
、
２
０
２

４
現
業
・
公
企
統
一
闘
争
の
取

り
組
み
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
。

　

次
に
、
２
０
２
３
現
業
・
公

企
統
一
闘
争
総
括
を
北
池
宏
光

現
業
・
公
企
部
長
が
、
２
０
２

４
現
業
・
公
企
統
一
闘
争
推
進

方
針
を
松
本
賀
仁
事
務
局
長
か

ら
提
起
し
、全
体
で
確
認
し
た
。

　

そ
の
後
、
松
本
賀
仁
事
務
局

長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

自
治
労
現
業
評
議
会・
小
迫
敏

宏
前
議
長
、
吉
村
秀
則
局
長
、

県
本
部・
小
原
王
之
副
委
員
長
、

尾
西
亮
太
郎
書
記
長
を
迎
え

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
参
加
者
か
ら
の
質
疑

応
答
も
行
い
、
現
業
職
場
の
取

り
組
み
な
ど
の
理
解
を
深
め
た
。

　

続
い
て
、
県
本
部
各
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
取
り
組
み
の
報
告
を
受

け
、
１
日
目
を
終
了
し
た
。

　

２
日
目
は
、
現
業
賃
金
・
労

働
安
全
衛
生
・
病
院
の
現
業
職

場
の
分
科
会
を
行
っ
た
後
、
分

科
会
報
告
を
受
け
、
最
後
に
県

本
部
・
小
原
王
之
副
委
員
長
か

ら
「
団
結
の
維
持
と
通
年
化
の

取
り
組
み
を
進
め
よ
う
と
」
と

閉
会
し
た
。

　

県
本
部
は
現
業
闘
争
２
０
２

４
交
流
集
会
を
津
名
ハ
イ
ツ
で

開
催
し
た
。
平
瀬
勲
現
業
評
議

会
議
長
は
「
能
登
半
島
地
震
で

被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い

を
申
し
上
る
。
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
か
ら
支
援
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。
２
０
２
３
現

業
・
公
企
統
一
闘
争
で
は
、
県

内
の
多
く
の
現
業
の
仲
間
の
皆

様
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
る
。
現
業
・
公
企

優勝した高田さん●左と岡辺さん●右右

　

県
本
部
第
43
回
囲
碁
・
将
棋

大
会
を
２
月
17
日
、
ひ
ょ
う
ご

共
済
会
館
で
囲
碁
の
部
に
５
単

組
12
人
、
将
棋
の
部
に
18
単
組

36
人
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
た
。

　

試
合
は
ク
ラ
ス
別
に
行
わ

れ
、
囲
碁
の
部
本
因
坊
で
は
、

県
職
労
の
岡
辺
真
一
さ
ん
が
初

の
栄
冠
に
、
将
棋
の
部
名
人
位

で
は
尼
崎
市
職
労
の
高
田
陽
平

さ
ん
が
３
連
覇
を
果
た
し
た
。

　

な
お
、
各
ク
ラ
ス
別
優
勝
者

は
次
の
と
お
り
。

【
囲
碁
の
部
】

本
因
坊 

岡
辺
真
一
・
兵
庫
県
職
労

Ａ
ク
ラ
ス 

平
山
俊
一
・
神
戸
退
職
者
会

Ｂ
ク
ラ
ス 

塚
本
雅
昭
・
神
戸
退
職
者
会

【
将
棋
の
部
】

名
人
位 

高
田
陽
平
・
尼
崎
市
職
労

Ａ
ク
ラ
ス 

豊
永
雄
也
・
佐
用
町
職

Ｂ
ク
ラ
ス 

大
槻　

稔
・
豊
岡
市
職
労

Ｃ
ク
ラ
ス 

安
田
和
彦
・
兵
庫
県
職
労

囲碁・将棋大会

囲
碁
は
岡
辺
さ
ん（
兵
庫
県
職
労
）が
初
優
勝

将
棋
は
高
田
さ
ん（
尼
崎
市
職
労
）が
３
連
覇

県本部2024
春闘討論集会
分科会報告

現業闘争2024交流集会

通年闘争で団結を強固なものに
課題解決に向け単組・現場で共有を


